
　
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
、「
糟
屋
郡
須

恵
村
」を
検
索
し
た
結
果
を
報
告

し
ま
す
。
今
回
は
７
１
１
件
が

ヒ
ッ
ト
し
ま
し
た
。ピ
ー
ク
だ
っ

た
７
４
１
件
か
ら
減
り
ま
し
た

が
、原
因
は
不
明
で
す
。

　『
京
都
医
学
雑
誌
』７
巻
１
号

（
京
都
医
学
会
、１
９
１
０（
明
治

43
）年
１
月
）掲
載
、「
京
都
医
学

会
広
告
」の
内
、

○
会
員
異
動
左
ノ
如
シ

　
　
移
転
者

の
中
に

福
岡
県
糟
屋
郡
須
恵
村（
大
）字

上
須
恵
　
田
原
純
一
君

が
あ
り
ま
し
た
。
大
は
石
瀧
が

補
い
ま
し
た
。

　『
京
都
医
事
衛
生
誌
』１
８
８
号

（
京
都
医
事
衛
生
社
、
１
９
０
９

（
明
治
42
）年
11
月
）か
ら
田
原
純

一
は
京
都
医
科
大
学
の
卒
業
生

で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

● 

新
医
学
士
　
京
都
医
科
大
学

本
年
度
卒
業
生
左
記
七
十
五

名
に
去
る
十
三
日
仮
卒
業
証

書
を
授
与
せ
り
。
因ち

な
み

に
受
験

生
中
不
合
格
者
は
僅
か
に
一

名
な
り
し
と
。

　
卒
業
生
の
中
に「
田
原
純
一
」

の
名
が
あ
り
ま
す
。
京
都
医
科

大
学
は
正
確
に
は
京
都
帝
国
大

学
京
都
医
科
大
学（
現
在
の
京
都

大
学
医
学
部
）、
他
に
京
都
帝
国

大
学
福
岡
医
科
大
学
が
あ
り
、こ

ち
ら
は
後
に
九
州
帝
国
大
学
医

学
部
を
経
て
、九
州
大
学
医
学
部

に
な
り
ま
し
た
。
京
都
帝
国
大

学
福
岡
医
科
大
学
か
ら
九
州
帝

国
大
学
医
科
大
学
へ
の
変
更
は

１
９
１
１（
明
治
44
）年
４
月
で

す
。

　『
京
都
医
事
衛
生
誌
』１
８
９

号（
１
９
０
９（
明
治
42
）年
12

月
）に
は
卒
業
生
の
就
職
先
の
記

事
が
あ
り
ま
し
た
。

● 

新
医
学
士
の
落
着
先
　
既
記

京
都
医
科
大
学
新
卒
業
生
の

専
攻
学
科
及
び
就
職
先
は
左

の
如
し
。

　
学
科
は
外
科
、内
科
、婦
人
科
、

小
児
科
、
皮
膚
科
、
眼
科
、
耳
鼻

科
、
病
理
学
、
解
剖
学
、
医
化
学
、

衛
生
細
菌
学
の
ほ
か
、軍
医
、一

年
志
願
兵
の
分
類
も
あ
り
、眼
科

に「
田
原
純
一（
福
岡
）」と
書
か

れ
て
い
ま
す
。

　『
第
五
高
等
学
校
一
覧
』

　（
１
９
０
８（
明
治
41
）年
12

月
）の

　
　 

第
十
四
回（
明
治
三
十
八
年

七
月
）卒
業
百
八
十
一
人

　（
略
）

　
　
第
三
部
医
科
三
十
五
人

の
中
に「
京
医
　
田
原
純
一
　
福

岡
士
」の
名
が
あ
り
ま
し
た
。
田

原
純
一
は
福
岡
県
の
士
族
で
京

都
医
科
大
学
に
進
学
し
た
と
い

う
意
味
の
よ
う
で
す
。
こ
の
頃

は
卒
業
生
名
簿
に
華
族
・
士
族
・

平
民
と
い
う
族
籍
の
記
載
が
あ

り
ま
し
た
。

　『
九
州
帝
国
大
学
医
学
部

二
十
五
年
史
』（
九
州
帝
国
大
学

医
学
部
事
務
所
、
１
９
２
８（
昭

和
３
）年
10
月
）に
も
次
の
記
事

が
あ
り
ま
し
た
。

　
　 （
三
）眼
科
教
室
職
員
医
員

研
究
員
の
氏
名
録

眼
科
創
立
以
来
今
日
迄
眼
科
教

室
の
職
員
乃な

い

至し

医
員
た
り
し
人

の
氏
名
左
の
如
し
。

　
こ
の
在
籍
者
名
簿
に
田
原
純

一
の
名
が
あ
り
ま
し
た
。
田
原

氏
は
第
五
高
等
学
校（
現
在
の
熊

本
大
学
）を
経
て
京
都
医
科
大
学

へ
と
進
み
、九
州
帝
国
大
学
医
学

部
に
医
員
も
し
く
は
研
究
員
と

し
て
所
属
し
て
い
た
と
い
う
こ

と
の
よ
う
で
す
。

　『
東
京
高
等
工
業
学
校
一
覧
』

（
１
９
１
６（
大
正
５
）年
）に
萩

尾
善
次
郎
の
名
が
あ
り
ま
し
た
。

萩
尾
は
海
軍
炭
鉱
の
功
労
者
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す（
別
に
取

り
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
）。
東

京
高
等
工
業
学
校
は
東
京
職
工

学
校
を
前
身
と
し
、現
在
の
東
京

工
業
大
学
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。

　
附
設
工
業
教
員
養
成
所
の
機

械
科
卒
業
者
の
内
、「
金
工
科
」の

最
初
の
卒
業
生
は
１
８
９
６（
明

治
29
）年
。
萩
尾
善
次
郎
の
卒
業

は
第
７
回
で
す
。
記
事
は
福
岡

県
平
民
で
、海
軍
採
炭
所
に
就
職

し
た
と
い
う
意
味
で
す
。

明
治
三
十
五
年
七
月
卒
業（
三

名
）

海
軍
採
炭
所（
福
岡
県
糟
屋
郡
須

恵
村
）　
萩
尾
善
次
郎
　
福
岡
平

　『
児
科
雑
誌
』２
２
１
号（
日
本

小
児
科
学
会
、
１
９
１
８（
大
正

７
）年
10
月
）の「
○
入
会
」の
中

に
、

福
岡
県
糟
屋
郡
須
恵
村
六
四
〇  

原
田
勝
郎
君

が
あ
り
ま
し
た
。
原
田
勝
郎
に

町文化財専門委員

石瀧 豊美

まちの
史跡めぐり
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つ
い
て
は
す
で
に
何
回
か
名
前

を
出
し
ま
し
た
。

　
橋
本
白
水『
評
論
　
台
湾
之

官
民
』上
編
・
下
編（
台
湾
案
内

社
、
１
９
１
９（
大
正
８
）年
９

月
）に
帝
国
製
糖
の
田
原
哲
次
郞

に
触
れ
た
部
分
が
あ
り
ま
す
の

で
、以
下
に
引
用
す
る
こ
と
に
し

ま
す
。
台
湾
が
日
本
の
植
民
地

で
あ
っ
た
時
代（
１
８
９
５
年
～

１
９
４
５
年
）の
こ
と
で
す
。（
読

点
を
付
け
、
誤
字
は
正
し
ま
し

た
）

　
帝
国
製
糖
会
社
の
人
材
は
悉

く
新
人
物
を
以
て
網
羅
せ
る
の

感
な
く
ん
ば
あ
ら
ず
。
社
長
松

方
正
熊
を
始
め
、専
務
た
る
牧
山

清
砂
、
少
壮
実
業
家
と
し
て
内

外
に
令
名
あ
り
。
然
し
て
其
原

動
的
た
る
現
業
員
を
一
瞥
せ
ん

か
、
庶
務
係
長
た
る
佐
々
木
常

記
、
主
事
兼
工
務
部
長
た
る
塩

崎
成
男
、
農
務
部
長
た
る
田
原

哲
次
郞
、
新
竹
製
糖
所
長
た
る

小
畑
勇
吉
、
倶と

も

に
与と

も

に
新
進
人

物
と
し
て
斯し

界か
い

に
驍
名
を
馳
す

る
の
逸
材
也
。
佐
々
木
庶
務
係

長
、
彼
は（
略
）、
塩
崎
成
男
、
彼

は（
略
）農
務
部
長
た
る
田
原
哲

次
郞
、
彼
も
亦
塩
崎
主
事
と
同

じ
く
東
大
農
科
の
出
身
也
。
明

治
二
十
年
三
月
十
五
日
福
岡
県

糟
屋
郡
須
恵
村
に
生
る
。
少
壮

農
学
士
と
し
て
農
芸
化
学
に
造

詣
深
き
人
。
原
料
、農
事
、土
地
、

調
査
等
の
各
方
面
に
渉
り
独
特

の
手
腕
を
揮
ふ
て
同
社
の
為
に

尽
瘁
し
つ
ゝ
あ
る
は
豈あ

に

啻た
だ

に
本

社
の
裨
益
の
み
な
ら
ん
や
。

　
高
橋
健
自『
考
古
学
講
座
　
埴

輪
及
装
身
具
』（
雄
山
閣
、発
行
年

不
明
、
大
正
末
～
昭
和
初
年
）で
、

植
木
で
発
掘
さ
れ
た
勾
玉
・
ガ
ラ

ス
玉
に
触
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
私
が
全
く
初
耳
の
情
報
で
す
。

第
百
三
十
七
図「
勾
玉
の
各
種

（
四
）」（
１
７
６
ペ
ー
ジ
）

　 

第
百
三
十
七
図
解〔
図
の
解
説

と
い
う
意
味
〕

　 

本
図
の
も
の
は
す
べ
て
ガ
ラ

ス
製
。

（
23
～
25
、27
　
略
）

26
　
筑
前
国
糟
屋
郡
須
恵
村
大

字
植
木
発
掘（
１
８
３
ペ
ー
ジ
）

⑵
小
玉
　
小
玉
は
ガ
ラ
ス
製
の

も
の
が
多
く
、そ
の
ガ
ラ
ス
製
の

も
の
も
、瑠
璃
色
の
も
の
が
多
い

の
で
、玻
璃
玉
と
か
、瑠
璃
玉
と

か
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、一

般
に
通
ず
る
名
で
は
な
い
。
な

ほ
稀
に
は
、
蛇
紋
岩
・
瑪め

の
う瑙

・
蠟

石・土
等
の
も
の
も
あ
る
。

　
ガ
ラ
ス
製
の
も
の
は
、瑠
璃
色

が
最
も
多
い
が
、そ
の
外
に
、浅

青
色
・
緑
色
・
黒
色
・
黄
色
・
褐
色

の
も
の
も
あ
る
。
筑
前
国
糟
屋

郡
須
恵
村
大
字
植
木
発
掘
の
ガ

ラ
ス
製
の
も
の
に
は
、
金
箔
を

押
し
た
も
の
も
あ
る
。（
２
０
６

ペ
ー
ジ
）

　『
東
京
帝
室
博
物
館
歴
史
部

第
二
区
列
品
玉
類
目
録
』（
東
京

帝
室
博
物
館
、
１
９
２
６（
昭
和

元
）年
）に
記
載
が
あ
り
ま
し
た

（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ

レ
ク
シ
ョ
ン https://dl.ndl.

go.jp/pid/1077055

）。
東

京
帝
室
博
物
館
は
現
在
の
東
京

国
立
博
物
館
で
す
。

第
四
図
版

二
六
　〔
八
七
一
七
〕　
筑
前
国

糟
屋
郡
須
恵
村
大
字
植
木
発
掘

琺
瑯
製
勾
玉

第四図版の26は右上の分
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